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１6 子ども主体の学びの推進 

（1） グローバル人材の育成  

①Kyotango English Day ・ Camp 

   国際感覚とグローバルな視野を持つ児童の育成を目指し、異文化理解や国際交

流に興味・関心のある小学３年生から小学６年生を対象に実施しました。本事業で

は、国際交流員（CIR）及び外国語指導助手（ALT）等との交流に加え、高校生ボラ

ンティア８名も参加し、子どもたちの学びの主体的な学びをサポートしました。 

 この高校生ボランティアは、中学校時に本グローバル人材事業に参加して学びを得

た生徒たちであり、「学んだこと次の世代に伝える」学びの循環が生まれています。 

小学３・４年生を対象とした「Kyotango English Day」は、１０月に開催し、１７

名が参加しました。同じく１０月開催の小学５・６年生を対象とした「Kyotango 

English Camp」は、２０名が参加し、京丹後市の魅力を英語で発信する１泊２日の

プログラムを実施しました。子どもたちは、言語活動を中心としたプログラムを通

じて、楽しみながら外国語や異文化に触れあったり、京丹後市の魅力を英語で発信

したりする機会を得ました。 

 

 

 

     

 

 

 

②オンライン留学 

海外とオンラインで接続し、英語を話す環境に身を置くことで、語学力の向上

はもちろん、異文化に触れて国際的な視野を広げることを目的に「オンライン留

学」を実施しました。 

 本事業には、中学１年生２０名と高校生１０名が参加し、フィリピンの現地生

徒との交流を行いました。参加生徒は、全体研修のほか、各家庭からオンライン

で現地生徒と直接つながり、親睦を深めながら現地のリアルな生活や文化につい

て学びを深めました。

ボランティア高校生と参加児童  ALT のプレゼンテーションを聞く児童  
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③中学生海外派遣事業 

京丹後市教育委員会では、平成２８年度より京丹後市立中学校に在籍する中学

２年生を対象として「京丹後市中学生海外派遣事業」を実施しています。 

令和６年度からは、オーストラリアへの生徒の海外派遣を通じて、「問題解決能

力」「協働性」「英語運用能力」を育み、グローバル化する社会の持続的な発展に

向けて学び続ける人材の育成を目指しています。 

選考により決定した２０名の派遣生徒は、１１月から４カ月間、配布された学

習端末を活用した課題配信による協働的な学びや、英語力向上支援ソフト「ELSA 

for Schools」を用いた語学力強化に取り組みました。さらに、全７回の対面によ

る事前研修では、「京丹後市とパースから描く未来の設計図」を問いに、探究・協

働性・コミュニケーション力を育みました。 

その後、令和８年３月１４日（土）～２２日（日）９日間、オーストラリア・

パースにて現地研修を行いました。現地校への通学、ホームステイ体験をはじめ、

「パースの視点を取り入れた京丹後市の未来をよくする具体的なアクション」の

提案のためのフィールドワークを実施しました。 

 参加生徒からは、「『挑戦する価値』に気づくことができ、これからの成長のた

めに活かしていきたい」「今後も失敗を恐れずに何事にもチャレンジしていきたい」

「正しい英語よりも伝えたい気持ちが大切だと思った」「自分の可能性を決めつけ、

実力を十分に発揮できなかった自分とさよならできた」といった成長を実感する

感想が寄せられました。 

  

 

 

 

 

 

現地校の 
生徒たちとの交流  

ロットネスト島で  
SDGs の探究活動 

現地校で 
プレゼンテーション  
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④英語力向上支援ソフトの活用 

   英語の「聞く力」「話す力」を伸ばし、コミュニケーション能力を高めるため、本

市では令和４年度より中学２年生を対象に英語力向上支援ソフトを導入しました。      

さらに、令和５年度からは中学１～３年生全生徒へと広げ、さらに令和 7 年度か

らは小学５年生から中学 3 年までの全児童生徒へと拡大して導入を進めています。 

児童生徒は学校での学習時だけでなく、学習端末を持ち帰って家庭学習でもソフ

トを活用し、自動評価される自身の発音改善に繰り返し取り組みました。 

  また、長期休業中の主体的な学びを促す取組として、夏休みには、音読課題を配

信して発音やイントネーションを動画で審査する「Reading Contest」を、冬休みに

は、オンラインによる「ELSA 使い方教室」の開催と併せて、達成度や取組時間等で

審査する「Holiday Challenge」を実施しました。 

「Reading Contest」には３３４人の応募があり、AI や国際交流員（CIR）を中心

とした審査の元、学年ごとに最優秀賞と優秀賞を決定しました。受賞者の表彰式は、

１月に開催された教育フォーラムにて執り行われました。 

  

 

 

 

 

 

 

⑤Kyotango Sea Labo 開催 

「国際感覚を持ち、グローバル社会で活躍できるイノベーティブなリーダー人材

を育成する」ことを目的に、「どこまでも広がる みらいのまちを創造する 

Kyotango Sea Labo」を８月４日（月）～８日（金）の５日間、丹後・知恵のもの

づくりパークにて開催しました。 

ワークショップには、STEAM 人材育成を牽引するトロント大学の木島里江准教授、

スタンフォード大学のヤング吉原麻里子講師等現役研究者をはじめ、同氏らが共

同設立した一般社団法人スカイラボ（※１）のチームを本市にお招きしました。

ソフトを使って学ぶ中学生 Reading Contestの表彰の様子 
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アイデアを出し合っている様子 最終プレゼンテーションの様子 

市内の中学３年生・高校生計２７名とそれをサポートする国内外の大学生８名、

地元企業関係者１１名とともにシリコンバレーで注目される発想のメソッド「デ

ザイン思考」を学びました。 

英語で実施されたワークショップを終え、参加生徒たちからは、「一方向の視点

で課題に向かうのではなく様々な角度から物事を考えることが大切だと学んだ」

「人に興味をもち、人に寄り添える人になりたいと思った」「これからは英語をツ

ールとして使い、何がしたいのかという志について考えていきたい」「５日間と短

い間でしたが、自分自身を２倍も３倍も成長させられたと実感しています！」と

いった前向きな感想が多く寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、令和 7 年度は本市が本プログラムを将来的に自走できるよう、スカイ

ラボによる伴走サポートを受けながら取組を進めました。その一環として、２学

期には、スカイラボの支援のもと、「教員向けのデザイン思考研修」を実施いたし

ました。全３回の研修会に小中学校の教員が参加し、最先端の教育手法や発想メ

ソッドに触れる貴重な学びの機会となりました。 

 

 ※１ 一般社団法人スカイラボ 

・スタンフォード大学で博士号を取得し、シリコンバレーで子育てをしていた日

本出身の女性たちが、専門性を活かして、STEM（ステム）領域の男女格差を是正

することを目的に 2016 年に設立。 

・STEM 領域に、Liberal Arts（リベラルアーツ）を加えた STEAM（スティーム）

教育を通じて、次世代のイノベーション人材を育成する非営利団体。 
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・スカイラボでは参加者が学習する様子をデータとして収集・分析し、エビデン

スベースの教育活動を実施しており、同プログラムの功績は下記のとおり。 

 *   2019 年、内閣府 男女共同参画局 後援認定 

 *   2020 年、内閣府「選択する未来 2.0」有識者懇談会参加（STEAM:21 世紀の教

育と人材育成）、公益財団法人日産財団主催「第５回リカジョ育成賞」準グラン

プリ受賞 

 

⑥国際交流員の任用 

   政策企画課に所属する国際交流員（CIR）が教育委員会に週２日間勤務し、専門

的な知見や豊かな経験を活かした活動を展開しました。国際交流や異文化理解に

関する取り組みの充実を図るとともに、学校現場や地域における国際理解教育及

びグローバル人材育成の推進に大きく寄与しました。 

 

 （２） 子どもが“ワクワク”する学びの変革推進事業補助金 

従来の一斉・詰込み型教育から脱却し、児童生徒が主体的に判断・行動し、周囲

と協働しながら問題解決する資質や能力の育成強化を目的に、学校に「学びの変革

推進事業補助金」を交付し、子どもたちがワクワクする学びの変革に係る教育活動

の推進を図っています。 

令和７年度の具体的な取組事例として、昨年度に引き続き、芸術文化観光専門職

大学学長である平田オリザ氏による講演及び演劇を活用したワークショップを２つ

の中学校 2 年生が受講し、「人とつながりあう」ことの意味を考える取組や、地域の

自然環境に目を向け、コウノトリの巣塔をきっかけに、コウノトリの生態を調べ、

今昔の環境の違いを比較する中で、自分たちにできる環境保全について探究し、コ

ウノトリに関心をもってほしいと巣の実物をつくる取組を行いました。 

  

 

 

 
平田オリザ氏による 
演劇ワークショップ  

地域の方の力も借りて  
コウノトリハウスを設置 
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 （３） 丹後学 

令和４年度の改訂作業で移行期版としての「丹後学モデルカリキュラム（令和５・

６年度活用版）」を作成後、令和５・６年度の２ヵ年の委嘱で新たに「京丹後市保幼

小中一貫教育 丹後学モデルカリキュラム作成部会」を組織し、令和７年度以降に

各校園所で御活用いただくモデルカリキュラムの改訂作業を進めてきました。 

令和６・７年度は、外部アドバイザー３名を加えた 12 名の作成部会部員の皆様と

新モデルカリキュラムのグランドデザイン、単元指導計画等についての協議を行い、

令和７年度版「丹後学カリキュラム」を作成しました。 

令和８年度は、本カリキュラムを基に丹後学を日常の保育・教育活動に波及させ、

丹後学を中心に「探究的な学び」の具現化による問題解決能力・協働性を育んでい

けるよう、各校や研究団体における伴走支援を行っていきます。あわせて、探究コ

ーディネーターと連携し、人材バンクの構築（新たな企業・地域人材の開拓）を図

っていきます。 

 （４） 遠隔授業の推進 

臨時免許や免許外教科担任制度を活用して技術科の授業を行っている教員が、教

室で全体及び個別のサポートを行い、外部講師からより充実した専門的な学びを提

供する遠隔授業について、前年度に引き続き令和７年度も実施しました。遠隔授業

による学びの充実の可能性を探るため。弥栄中学校及び丹後中学校の２校同時配信

として実施し、プログラミング教育の充実を図りました。 

 

 （５） 地域学校協働本部事業 

「グローバルな視野をもち、地域や社会とのつながり、国際的なつながりをもつ

ことができる力を育む教育」の実現に向け、地域全体で学校教育を支援するため、

さまざまな特技や技能をもった学校支援ボランティアを、学校の求めに応じて派遣

しています。 

ボランティアと学校をつなぐコーディネーターとして、「学園地域コーディネータ

ー」を５人、各中学校に配置（丹後学園と弥栄学園は兼任）しています。また、令

和６年度から新たに学校教育課に配置した「探究コーディネーター」を、今年度か
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ら専任とし、企業や地域人材との連携を強化することで「丹後学」等における探究

的な学びのさらなる充実の推進を図っています。 

ボランティアの登録状況は、令和６年度から２７人増加し７０５人で、活動内容

は学習支援、部活動指導支援、学校環境整備など、延べ１０，５０９人のボランテ

ィアの方に学校教育を支援していただきました。 

 

 （６） 地域部活動検討会 

令和４年 12 月に国の検討会議による学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在

り方等に関する総合的なガイドラインが出され、「地域の子どもたちは、学校を含め

た地域で育てる。」という意識の下、生徒の望ましい成長を保障できるよう、地域の

持続可能で多様な環境を一体的に整備することが重要であると示しました。 

京丹後市では、令和５年１２月に、本市の中学生にとって望ましい部活動のあり

方や地域移行等について検討を行うため、京丹後市地域部活動検討会（以下「検討

会」という）を設置し、教育長の委嘱する委員によって、検討を重ねてきました。 

生徒数が減少し、これまで同様の体制で運営することが難しくなることが見込ま

れる中、まずは部活動についての考えや思いを子どもたちや保護者、中学校の教員

に聞くべく、令和５年度にはアンケートを実施し、多くのご意見をいただきました。  

令和６年度は４回の検討会を実施し、京都府地域クラブ活動推進事業として、地

域部活動を１回視察しました。 

令和７年度は、久美浜中学校カヌー部で土曜日の活動において、「地域連携」によ

る実証事業を行いました。今後も、急激な少子化に伴う部活動の地域展開も視野に

入れ、当面、学校が主体となる「部活動」と、学校以外の団体等が主体となる「地

域クラブ活動」が併存することとなる実態を踏まえつつ、現在の実情に応じた活動

になるよう、「京丹後市部活動指導指針」も改訂しながら部活動の在り方に関し検討

を行い、生徒が将来にわたりスポーツ・文化芸術活動に親しむことができる持続可

能な活動環境を整備していきます。 
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 （７） 教職員の働き方改革推進 

教職員の働き方改革につきましては、国の喫緊の課題としてその推進が求められていると

ころです。本市におきましても、本市に勤務する教職員のワークライフバランスの充実を図り、

教職員の授業づくりをより充実させるなど、子ども達のためになる働き方改革となるよう、様々

な業務改善に取り組むこととし、そのために「教職員の働き方改革実行計画」を策定していま

す。計画に基づき、目標となる評価指数を設定し、取組を推進しています。この計画につき

ましては、参考にしている府の計画の改定、また、国の法改正に伴い、自治体単位でも業務

量管理・健康確保措置に係る計画策定が求められたこともあり、改めて本市の計画も改定し

ました。本市教職員の意見も参考にしながら策定した計画に基づき、今後も働き方改革を推

進していきます。 

これまで、教職員間の情報共有等のツール「校務支援システム」を導入したり、学校の留

守番電話を導入したりするなどし、業務の支援につながるようにしました。それから、各学園

の事務室を「共同学校事務室」として、学園内の事務室間での連携体制で業務分担が可能

となり、個々の事務室に係る負担を軽減できるようにしました。さらには、各学期の始業日の

見直しを行い、学期当初など業務が集中する時期の多忙さを軽減しました。また、年度終盤

とはなりましたが、文部科学省「学校における働き方改革伴走支援事業」を受け、学校単位

で協働的に進める働き方改革について学ぶ取組も実施しました。前年度に試行した時差出

勤制度については、夏季休業期間だけでなく冬季、学年末の期間も対象として試行し、より

一層バランスのとれた教職員の働き方を追求する取組となりました。 

働き方の目安の一つとなる、教職員の勤務時間については月ごとに集計、また勤務状況

については「働きがい」と「働きやすさ」にも注目した内容で調査を行いました。経年比較もし

ながら教職員の働き方の現状を確認し、「働きがい」と「働きやすさ」の向上を追求することも

働き方改革の大切な要素ととらえ、現状を把握、検証しました。 
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